
		[image: 表紙画像]
	
    　

    　

    　

    恋するチェリー

    　

    美川ここ

    　

    「やっ……ちょっと！　困りますっ！」

    芋虫のような指が這い、お尻を乱暴に掴まれる。

    痛さと気持ち悪さで、優美ゆうみは声を上げてしまった。

    「えへへ、嬢ちゃん、可愛いなぁ」

    「こ、ここ……そういうお店じゃないんです」

    「いいじゃねぇか、ちょっとくらい……ほら」

    「あっ！」

    酔っぱらった男性の手が、優美の腰を掴んで引き寄せる。

    それだけで、優美は動けなくなった。女性の非力さを、嫌というほど思い知らされる。

    　

    やはり、お酒を扱うバーなんかで、働くべきではなかったのかもしれない。

    七色のカクテルに浮かぶチェリーが、妙に輝いて見えて、少しだけ憧れを持っていた。

    なにより学費のため、とにかく時給がいいところでバイトをしたかったのだ。

    だがその一方で、いつかこんな事が起こるのでは……と優美が不安に思っていたのも事実だった。

    　

    「へへへ、ほんと可愛いなぁ」

    「ん……っ……」

    くっきりとラインが出る黒い細身のパンツの上から、お尻を掴まれ、強引に揉まれる。

    そのまま、指先で割れ目に触れられると、その身体は、びくんっ、と跳ねた。

    「いやっ！」

    「あ～？　嬢ちゃん、今、感じたでしょ？　ん？　ん？」

    「ち、違います……」

    そんなところをいきなり触られれば、誰だって反応してしまう。

    しかし、完全に勘違いした男は、さらに激しくお尻を撫でまわした。

    いやらしい笑みを浮かべながら、脇腹をさすり、ゆっくりと手を上へ這わせていく。

    「やっ、やめてください」

    身体をひねったが、すぐに正面を向かされ、バイトの制服の上から胸を掴まれた。

    「キャッ！」

    気持ち悪い男の手は、ぎゅっ、ぎゅっ、と、感触を確かめるように蠢うごめく。

    「んんっ……」

    　

    カウンターの端の席は、店の中で一番薄暗い。

    この時間帯は、客もまばらなので、優美を触る客の姿は、上手く人の視線から外れていた。

    調子に乗った男は、もう一方の手で彼女の内股を撫で始める。

    「んあっ……！」

    しまった……。

    今のは、感じている、と言われても仕方がない。

    それほど甘い悲鳴だった。

    優美は、内股だけはどうしても弱いのだ。

    触れられると、身体の奥から、ゾクゾクとした感じが湧きあがってきてしまう。

    変態親父にも、こんな反応をしてしまう自分が情けない。

    （だ、誰か……）

    優美は身体を震わせながら、周囲に視線を送った。

    　

    （黒木さん……！）

    今、この店にいる店員は、自分の他にもう一人。

    黒木くろき誠まことだけだ。

    彼は優美と共にここで働くバーテンダーで、サラサラの黒髪に、身長百八十センチほどのモデル体型をしている。

    指が細く、驚くほど肌が白い。すれ違えば誰もが振り向くほどの、イケメンだ。

    バーで働き始めた時から、優美は彼が気になっていた。

    面と向かって話した事はないが、お客様に対する接客態度、また店長や他のバーテンダーの話からも、おそらく誠実な人のようだ。

    （こんな姿、見られたくないけど……お願い！　助けて……！）

    すると、グラスを洗っていた誠が、おもむろにこちらへ視線を向けた。

    「…………」

    （えっ……？）

    しかし、誠は優美に一瞥をくれただけ。

    何事もなかったかのように、仕事に戻ってしまった。

    （そんな……ひどい！）

    誠はいつも以上に無表情で、グラスを洗い続けている。

    （まさか、見て見ぬフリ!?　こんな人だったなんて……）

    優美は無性に泣きたくなったが、ぐっ、と唇を噛んで耐えた。

    すると、身体を触っていた客が、

    「あれぇ？　どうしたの、泣く？　泣く？」

    と、嬉しそうに彼女の表情をうかがう。

    「やめてくださいっ！」

    ついに、優美は男性を怒鳴りつけた。

    誠に無視されたショックからか、自身でも驚くほどの大声が弾ける。

    しかし、その怒りもまた男を喜ばせるだけで、

    「えへへ、怒ってる顔も可愛いねぇ～」

    と、内股をさすっていた男性の手が、ついにパンツの上から、優美の秘部に触れた。

    「あっ……」

    太い指先が、くいくいっ、と敏感な部分を押してくる。

    「いや、やめてっ……」

    「待ちなよ。気持ちいいんだろぉ？」

    後ずさろうとしても、男性に腕を掴まれ動けない。

    反応を見られるように、顔を覗きこまれるのが、最悪だった。

    （黒木さんしかないのに……助けて！）

    優美の瞳から、涙が溢れそうになった。

    　

    その時……。

    バーの入り口から、優しい声が聞こえてきた。

    「あら～、社長、いらっしゃい。最近、ご無沙汰だったじゃない」

    「おお、エリさん！　いや、すまない。ここんとこ、忙しくてなあ」

    「なにっ!?　エリだと!?　エリが来たのか!?」

    優美の身体を弄んでいた男は席を立ち、フラフラとバーの入り口へと向かう。

    解放された優美も、そちらへ視線を向けた。

    そこには、宝石のような女性が立っていた。

    この店の店主、ジュエリーだ。

    皆からはエリ、と呼ばれている。日本人のようであるが、本名は誰も知らない。

    キラキラと輝く金髪に、翡翠の瞳。背中を大きく露出した赤いドレスを身に纏っている。

    メイクも完璧で、特にマツゲの長さが色気を感じさせた。

    「エリさ～ん、今日は私の話、聞いてよ～」

    「あら、どうしたの？　失恋でもしちゃった？　愚痴なら、朝まで付き合うわよ～」

    「エリママ！　俺の相手もしてくれよ」

    「あなたは、奥さん妊娠中でしょ！　不安なのはわかるけど、それは奥さんも同じなんだから、早く帰ってあげなさい」

    お客に大人気のエリ。

    人目を引くが、水商売の雰囲気はまったく感じさせない。

    ただただ完璧な美女が、そこに立っていた。

    （よかった……エリさんが来てくれなかったら、どうなっていたことか……）

    優美はヨロヨロとその場に座り込んだ。

    今日はもう、帰ってさっさと寝てしまいたい。

    あの太い指に触られた感触を残したまま、仕事を続けるなんてできそうもない。

    （ちょうどエリさんも来てくれたし……相談してみよう）

    それにしても、と優美は思う。

    床に座り込んだまま、キッ、と誠を睨んだ。

    彼は無言でエリを見据えていた。

    その視線は、先程優美を見た時と同じ――鋭いだけで、興味や関心がまったくない瞳。

    「……最低」

    素敵な人だと思っていたのに――。

    （やっぱり私は、男を見る目がないんだ……）

    優美は、ずぶずぶと自己嫌悪に沈んでいった。

    　

    　

    （え……嘘、でしょ……!?）

    次の日。

    優美の身体を触った客が、またやってきたのだ。

    さすがに今日は、接客にはつきたくない。

    幸いなことにエリからも、しばらくカウンターで仕事をしていいと言われていた。

    なので、相手をしているのは、黒木誠。

    相手と言っても単なるトランプゲームだ。

    このバーは客と店員がカードゲームで遊べる、ちょっと変わった店なのだ。

    優美はカウンターの中でワイングラスを磨きながら、そのゲームの様子をボーッと眺めていた。

    すると、とんでもない光景が目に飛び込んできた。

    （今、あのお客さん、袖にカードを隠さなかった……？）

    気づいたのは、優美だけのようだ。

    誠はいつものように無表情のまま、淡々とゲームを進めている。

    周りの見物客も、興味深そうに観戦しているだけ。

    少し迷ったが、優美はその場へ歩み寄った。

    誠が不思議そうに首を傾げる。

    「おぉっ？　アンタ、あん時の嬢ちゃん……」

    例の男性が、いやらしい笑みを浮かべた。

    全て無視して、優美は、お客の腕を掴んだ。

    「な、何しやがる！」

    男が怒鳴ると同時に、優美は彼の袖の中へ指を差し入れた。

    すると思った通り、出てきたのは隠されたカード。

    （やっぱり……）

    責めるような視線を送ると、男はワナワナと怒りに震えていた。

    一部始終を見ていた観戦者たちは、息を飲み、眉をひそめながら、小声で言葉を交わし始める。

    「やだ……イカサマ？」

    「ここはカードゲームを純粋に楽しむ店だろ。やめてほしいよな、ああいうの」

    「あの人、黒木さんと、いつもいい勝負してたけど……ひょっとして、全部、イカサマだったんじゃない？」

    「最悪ね……」

    「ち、違う!!」

    周囲の影口に耐えかねたのか、男が憤慨しながら立ち上がった。

    「で、でっちあげだ！　イカサマなんてしてない！」

    周りはどんどん冷たくなって離れていく。

    男は頭をかきむしり、動転するばかりだ。

    （……ほんと、最低な人）

    そう思ったが、一方でその卑劣な男が非難の目にさらされ、優美は少し気分が良くなっていた。

    ちょっとした優越感すら覚えている。

    　

    が、その時、誠が突然、男の袖から抜き取ったカードを取り上げた。

    「あっ。ちょっと……」

    「…………」

    誠は、そのカードを見つめ、ゆっくりと優美に視線を移す。

    「……どうやって気づいた」

    「えっ」

    黒水晶のような光を宿す、彼の眼差し。

    見ていると引きこまれてしまいそうで……優美は、さっ、と目を逸らした。

    「ど、どうやってって……偶然、見えたんです」

    「……そうか」

    「は、はい」

    「…………」

    「…………」

    ……初めての会話は、それっきりだったのだが。

    なんだか釈然としない気持ちでいると、あのイカサマ客が、鬼の形相でこちらを振り返った。

    優美は思わず息を飲む。

    「……覚えてろ。後悔させてやる」

    捨てセリフを吐き、男はバーを飛び出していった。

    　

    見物客も、肩をすくめながら、自分の席へ戻っていく。

    優美の事を知っている常連は、優しく声をかけてくれた。

    「負け惜しみさ、気にする事はないよ」

    「は、はい……ありがとございます」

    その励ましは純粋に嬉しかった。が、あの憤怒の表情を思い浮かべると、背中が寒くなる。

    （なんか……しちゃいけない事を、しちゃったような……）

    「おい」

    そんな後悔を漂わせていると、誠から声をかけられた。

    「お前、今日はもう帰れ」

    「えっ？」

    「代わりのシフトは入れておく」

    「え。え。ど、どうして……」

    「もう、仕事に集中できないだろ」

    確かに、男の言葉が気になって、冷静に仕事をできる状態ではない。

    しかし、帰すなら帰すで、もう少し気を遣った言い方はできないものだろうか。

    まるで、邪魔だから帰れ、と言われているようだ。

    （もう……本当にやだ、この人）

    口を尖らせながら、優美は軽く頭を下げた。

    そのまま、誠の顔をろくに見もせず、控え室に向かう。

    「……おい」

    すると、なぜか再び誠から声がかかった。

    うんざりしながら、振り返る優美に、

    「……気をつけて帰れ」

    「えっ？」

    突然の、身を案じるような言葉。

    彼らしくない。一体どうしたのだろう。

    しかし、それ以上はなく、誠は再び黙々と仕事を再開した。

    （……心配して、くれた……？）

    いや、まさか――と、優美は頭を横に振った。

    あの無愛想な彼が、そんなことをするはずがない。特別な意味なんてないのだろう。

    そう思い直し、優美は控え室へ行き、帰宅準備を整えた。

    　

    　

    十分後、バー裏口から外に出た瞬間、思ってもみない出来事が優美を襲った。

    「……んんんっ！」

    突然、後ろから口を塞がれ、車に押し込められたのだ。

    仰向けの状態で倒され、誰かが覆いかぶさっている。

    身動きが取れない。

    （なに!?　誰っ!?）

    優美は大声を出そうとしたが、口にテープのような物を貼られてしまった。

    はがそうとしても、両手を車の座席に押し付けられ、できない。

    薄暗い車の中に浮かびあがったのは、見覚えのある顔。

    （あの人――!!）

    それは、先程、バーでイカサマをした男性客だった。

    口元を歪めて笑みを作っているが、目はまったく笑っていない。

    「よくも恥をかかせてくれたな……」

    低い声で呟くと、男は優美の服を乱暴に引きちぎった。

    ボタンが弾け、優美の鎖骨から、ブラジャーに覆われた胸までがさらけ出される。

    「んー！　んんー！」

    「暴れんじゃねぇ!!」

    男に怒鳴られると、それだけで優美の身体は動かなくなった。

    涙を浮かべる彼女を見て、男はますます口元を歪める。

    「さっきの礼に、気持ち良くしてやるだけだ……いい子にしてろよ」

    「んっ……！」

    男はブラジャーをたくし上げ、優美の大きな胸の膨らみを外気にさらした。

    そして荒っぽく乳房を揉んで、中心のピンクに吸い付く。

    優美は涙目になりながら、頭を左右に振って抵抗した。

    だがそれもむなしく、ついに男は優美の股の間に、乱暴に身体をねじ込んだ。

    両手を頭の上で交差して押さえられ、もう体を動かす余裕すらない。

    優美は、ただただ恐怖に支配され、心の奥で叫んでいた。

    （いやっ、助けて……！）

    ――――その時。

    　

    バンッ!!

    　

    と、凄まじい勢いで、車の扉が開けられた。

    男は驚いて身体を起こし、後ろを振り返る。

    「お、お前はっ……!?」

    優美も慌てて起き上がり、口に張られたテープを取った。

    胸元を手で隠しながら、車の外に立った人物に視線を向ける。

    （う、うそ……）

    なんと、そこにいたのは、黒木誠だった。

    服はアルバイトのバーテン服のまま。

    しかし、いつもと雰囲気が違う。

    普段、何も映していないはずの瞳には、激しい怒りが燃えていた。

    誠は、男の手を掴むと、そのまま車から引きずりだす。

    「お、おい、やめろ！　何をする！」

    「…………」

    「き、貴様、あの店の店員だな？　客の俺に、こ、こんな事をしたらどうなるか……」

    「黙れ」

    短くそう告げると、誠は何のためらいもなく、男を殴り倒した。

    男は小さく悲鳴を上げ、無様に地面に倒れる。

    その様子を茫然と見ていた優美の前に、誠の手が差し出された。

    「……大丈夫か？」

    「あ……」

    誠は男を引きずりだした時とはうってかわって、優しく優美を車から降ろした。

    「あ、ありがとう……ございます……」

    「……何をされた？」

    「いえ、あの。ちょっと、服を、破られて……」

    そこまで言って、優美の目からぽろり、と涙が零れた。

    誠の優しさに触れ、一気に安心してしまったのだ。

    「こ……怖かった」

    「……すまん……一人で帰らせるべきじゃなかった」

    ゆっくりと優美が顔を上げると、誠は本当に申し訳なさそうな表情をしている。

    「あ……」

    （心配してくれてたんだ、私のこと。……黒木さんって、本当は優しい人なのかな）

    優美が小さな感動に浸っていた時、誠に殴られた男がヨロヨロと立ち上がった。

    「こ、このままじゃ済まさないからな。逃げたって無駄だぞ、女。俺は、お前の家だって知ってるんだ。必ず後悔させてやる」

    そう言うと、男は車に乗りこみ、走り去った。

    　

    「……ロクでもないやつだ」

    誠は小さく舌打ちする。

    しかし、隣に立っていた優美は、後悔や怒りを感じる暇はなかった。

    男の捨てセリフが、再び身体を恐怖で縛ったのだ。

    「い、家までって……そんなっ……」

    優美は、アパートで独り暮らし。

    セキュリティはしっかりしているはずだが、あんな宣言をされてしまっては、おちおち眠る事もできない。

    すると、いつの間にか携帯で話していた誠が、それを閉じ、優美に向き直った。

    「今、警察に連絡した」

    「あ。ありがとうございます……でも……」

    良く気の付く人だ。確かに警察なら、身辺保護をしてくれるかもしれない。

    しかし、あの男の執念を考えると、それくらいの事で諦めるとは、とても思えなかった。

    「……自宅に帰るのが不安か？」

    「えっ？」

    「お前、一人で暮らしだろう？」

    「は、はい。アパートで……」

    「セキュリティは？」

    「しっかりしてると思いますけど。……でも、私の部屋、一階なので……」

    「近くに親や親戚は？」

    「いません……」

    「……そうか」

    数秒の沈黙後、

    「じゃあ……しばらく、俺の所に来い」

    「え……えええええ!?」

    優美は思わず声を上げた。

    気遣いは嬉しかったが、さすがに、見ず知らずの男性と同じ場所に寝泊まりするわけには……。

    「大丈夫だ。いくつか部屋はある」

    「で、でも……」

    「いいから来い」

    誠は強引に優美の腕を掴む。

    と、何やら急に、呆れたような笑みを浮かべた。

    「？　黒木さん……？」

    どうしたのだろう。

    ぼんやり首を傾げながら、優美は改めて彼の整った顔立ちに見とれていた。

    （でもこの人……やっぱりカッコイイ、かも……）

    すると、誠は目を逸らして、小さく呟いた。

    「……胸、押さえとけ」

    「え？」

    「夜で人が少ないとはいえ……そのままで歩く気か？」

    「…………あっ！」

    そこまで言われて、優美はやっと気がついた。

    男に乱暴され、シャツを引きちぎられていたので、胸は完全に露出状態だったのである。

    車を降りるときに、一旦は手で隠したものの、黒木のとんでもない提案に驚き、また手を離してしまったらしい。

    誠以上に顔を真っ赤にしながら、優美は大慌てで、裂けたブラウスの胸元をきつく押さえた。

    　

    　

    誠と一緒に一人暮らしのアパートに荷物を取りに行き、優美は彼の家へ向かった。

    しばらく歩くと、誠は立ち止まり、夜空を仰ぐ。

    「ここだ」

    「……こ、ここって……？」

    辿りついた場所は、なんと高級マンション。

    誠の部屋はその最上階だった。

    中に入った瞬間、優美は息を飲む。

    玄関から豪邸のようなきらびやかさで、思わず見とれてしまったのだ。

    「……何突っ立ってるんだ、早く来い」

    優美は慌てて、玄関で靴を脱ぐ。

    大理石の廊下の先には、大きなリビングが広がっていた。

    毛足の長い赤い絨毯に、これまた高級そうな革製のソファ。

    天井には眩しいシャンデリア。

    リビングの横には、綺麗なダイニングキッチン。

    また、壁一面には、夜景を一望できる巨大な窓がある。

    「……あの」

    「なんだ」

    「く、黒木さんって、実は王族の末裔まつえいとかだったりします？」

    「……なんだその漠然とした印象は」

    「だ、だ、だって、こんな豪華な部屋に住んでるなんて……」

    「この程度の部屋なら、お前だってその気になれば住めるだろう」

    「……ちなみに、お家賃は？」

    「百五十万だ」

    「……私には無理です」

    ちなみに、バスとトイレも広くて豪華そうだ。

    誠の寝室を除き、残り四部屋を持てあましている状態らしい。

    優美が案内されたのは、誠の寝室の隣。

    新品のベッドが用意された、殺風景な部屋だ。

    「自由に使え。持ってきた荷物は、クローゼットの中に入れればいい」

    「は、はい……」

    「食事は俺が作るが……俺がいない時は、キッチンの食材を好きに使え」

    「…………」

    「で、どうする？　先にシャワーを浴びるか？」

    と、優しく問われたが、優美の中では不信感がぐるぐると回り始めていた。

    絶対におかしい。

    こんなすごい部屋に、無償で泊めてくれるなんて。

    誠は、何か企んでいるのだろうか。

    思いこむと、自分を助けた事すら、ここに連れてくるためだった気がしてくる。

    （やっぱり、男の人と同じ部屋なんて……。また乱暴されたりしたら……）

    「……あ、あの、すみません。私、やっぱり帰ります」

    「なに？」

    優美は、ほどきもしない荷物を抱え、部屋から出ていく。

    そのまま真っ直ぐ玄関に向かうと、誠が前に回り込んできた。

    「ご親切は一生忘れません。でも、ごめんなさい。やっぱり、迷惑かけられませんから……私なら大丈夫です」

    と、玄関ノブに手をかけたその時……。

    　

    誠が突然、優美の腕を掴んできた。

    そのまま彼女を玄関の壁に押しつける。

    「せっかく捕まえたってのに、逃がすと思ってるのか？」

    「えっ!?」

    誠の顔に浮かぶ、薄い笑み。

    それを見て、優美の身体に、ぞくり、とした寒気が走った。

    （やっぱり、私に何かするつもりでここに……！）

    ぴん、と緊張の糸が張り詰めた、が――。

    「……なんてな」

    誠はすぐに、無表情に戻った。

    そして、優美の背中と膝の裏に手を添え、ひょいっと、抱え込む。

    いわゆる、お姫様抱っこ。

    「なっ、なななっ……!?」

    優美は顔を真っ赤にして、手足を振り回した。

    「ちょ、ちょっと、やめてください！　私に何をっ……」

    「そう警戒するな。俺は別に、お前を捕って食おうなんて思ってない」

    「で、でも……とにかく、降ろしてください。わ、私……重いですから」

    「どこがだ。逆に、軽すぎるぞ。ちゃんと食事取ってるのか？」

    　

    連れて行かれたのは、脱衣所だった。

    ここもまた豪華で、床や壁は白い大理石。まるで王宮の浴室のようで、目がくらむほど美しい。

    誠は、優美を優しく床に下ろす。

    「いいから、さっさとシャワーを浴びろ。あんな男に触られたままじゃ嫌だろ」

    「え……」

    「タオルはそこにかけてある。着替えは、棚に入っているローブを使うといい」

    「え、あ、はい……」

    誠は、いつもと変わらぬ、淡々とした態度だ。

    本当に、手を出す気はなく親切心だけなのだろうか。

    じぃーっ、と、疑わしげな視線を送る。

    すると、誠は小さく鼻を鳴らし、指先で優美の鎖骨辺りをなぞった。

    「やっ……」

    「なんだ、物欲しげな目をして。……俺に、服を脱がしてほしいのか？」

    「ちっ、違いますっ！」

    バッ、と優美は、彼の腕を振り払う。

    誠は特に怒る事もしなかった。

    肩をすくめて退室し、脱衣所の扉を後ろ手で閉める。

    「何かあったら呼べ」

    それだけ伝え、本当に去ってしまったのだ。

    どうやら、下心がない、というのは本当らしい。

    （黒木さん……優しいんだか、イジワルなんだか……）

    完全に、手の上で踊らされている。

    だが、彼の態度に翻弄されながら、惹かれている自分がいるのも確かだった。

    　

    　

    その日からしばらく、優美は黒木と共に行動する事が多くなった

    部屋の鍵はひとつしかないので、必然的に一緒に出かける事になるのだ。

    それもあって、優美は今まで以上に誠に親しみを感じていた。

    「黒木さんって、ポーカー強いですよね」

    「……普通だ」

    「でも、負ける事なんて、滅多にないじゃないですか」

    「……ずっと見ていたのか？」

    「えっ!?　あ、いえ、その……」

    実を言うと、その通りだった。

    一度は、彼の態度に失望したけれど、優美は少しずつ誠に惹かれていた。

    （でも……）

    このままではいけない……。

    誠を一目見た時から、素敵だと思っていた。

    そして今では、もっと一緒にいたいとまで考え始めている。

    けれど、もっと慎重にいかなければ。

    これ以上、一方的に彼を好きになってしまったら――――。

    （また、あの時みたいに……）

    自己嫌悪に陥り、優美は深い溜め息をついた。

    　

    　

    「……今日はもう上がりだ。帰るぞ」

    誠が促して来たので、優美は店を後にする。

    こうやって一緒にマンションに帰る事も、日課になってしまった。

    （それにしても……）

    優美だけが心を惹かれる一方で、誠の気持ちはいっこうに読めなかった。

    少しでも好意を抱いてくれているのだろうか。

    いつも必要最低限の事しか喋らず、笑顔など滅多に見せない。

    こうやって面倒を見てくれるのも、仕事の一環だろう。

    （それなら、少し寂しいかも……）

    　

    　

    優美は、帰宅すると、すぐに自分の部屋へ駆けこんだ。

    カバンの中から取り出したのは、大学の課題資料。

    （勉強に集中すれば、黒木さんの事を考えなくて済むかな）

    そもそも、ここ最近は課題をする時間もなかった。

    このままではレポートが間に合わない。

    優美は慌てて、壁際に備え付けられたワークデスクに、課題資料を広げた。

    しかし、デスクは高級感溢れる光沢の天板。

    漆黒の板に、自分の顔が映りこみ、

    （うう……落ちつかない……）

    それでも、いったん机に向かうと、どうにか課題に集中できた。

    　

    しかし、誠が優美の部屋を訪ねてきたのは、それからすぐの事。

    彼は両手に皿を持ちながら、優美の傍に歩み寄ってきた。

    「……なんだ、勉強か」

    声を聞いただけで、ドキッ、とする。

    赤くなった頬を隠すために、優美は机から顔を上げなかった。

    すると、誠がいつになく明るい声をかけてきて、

    「なあ、お前、甘いものは好きか？　チーズケーキをもらったんだが……」

    「いりません」

    「いちごもあるが」

    「結構です。今、勉強しているので、話しかけないでください」

    「…………」

    優美は、しまった、と息を飲む。

    いくらなんでも、冷たくしすぎたかもしれない。

    （これじゃあ、返ってこっちの気持ちを読まれるかも……）

    恐る恐る、優美は彼の表情を覗き込んだ。

    すると誠は意外にも視線を床に落とし、しゅんっ、となっていた。

    その姿は、まるで捨てられた子犬。

    普段の彼からは想像もできない顔だ。

    優美は、ぽかーんと、その表情を見つめる。

    「……なんだ？」

    「あ、いえ……。……黒木さんって、そういう人間らしい顔も、できたんですね」

    そう言うと、さすがに誠はむっ、として、

    「……お前は俺をなんだと思っていたんだ」

    「あはは。すみません」

    なんだか、気が抜けた。

    優美は手を止めて、誠に向き直る。

    右の皿には、口どけがまろやかそうな、白いクリームチーズケーキ。

    左の皿は、いちごと生クリームの層の上に、いちごが丸々ひとつ乗せられたプチケーキ。

    優美は、左の皿のいちごをつまみとった。

    「じゃ、これだけいただきます」

    いちごの底には、クリームも一緒についてきた。

    口の中に入れると、酸っぱさと、とろりとした甘みが広がる。

    「……おい」

    「はい？」

    「口の端に、クリームついてるぞ」

    「えっ、うそ……」

    指先で拭おうとした、瞬間。

    誠がペロリと舌を出し、クリームをすくい取った。

    「なっ……!?」

    「……甘いな」

    誠はデスクの上に皿を置き、顔を寄せてくる。

    「……お前の事も、味見していいか？」

    「な、何言って……」

    誠の指先が、するり、と優美の髪をすく。

    彼は軽く頭を下げ、サラサラの髪に、優しく口唇を落としてきた。

    それはまるで、王子が姫の手の甲に、口づけをしているかのようで……。

    （カ、カッコいい……）

    うっとりしたように目を細めると、誠が小さく微笑んだ。

    まるで氷が溶けたような、優しい笑み。

    魅力的で、つい見とれてしまう。

    すると、誠がゆっくりと顔を近づけてきた。

    （も、もしかして……）

    キス……？

    優美は思わず、肩をこわばらせたが、

    「冗談だ」

    すぐに身体を引き、誠は無表情に戻った。

    （ま、またからかわれた……）

    家にいると、こんなやりとりばかり。

    しかし、こんな他愛ない事でも、優美はどうしようもなく、誠に魅力を感じるのであった。

    　

    ある日……。

    優美が、部屋で大学の勉強を進めていると、再び誠がやってきた。バイトのシフト表を持ってきてくれたらしい。

    「……また勉強か」

    鋭い視線は、優美の課題資料に注がれている。

    「……お前、ここに来て何日になる？」

    「えっ？　ええっと……」

    「もう二週間だ」

    「はい」

    「二週間、見ず知らずの男の部屋で寝泊まりして、勉強ばかりか」

    「まあ」

    「たまには息抜きぐらいしたらどうだ？」

    「息抜きですか？」

    そう言うと、誠は紫色のボトルを差し出してきた。

    中身が、ちゃぷんっ、といい音を立てる。

    「ワイン？」

    「そうだ。一緒に飲まないか」

    「……えっと」

    「……嫌なら別にかまわない」

    平気な顔で背を向ける誠。

    優美は慌てて、

    「嫌じゃないですよ、別に」

    と言うと、彼は子供っぽい笑みを浮かべた。

    （素直じゃないんだから……）

    誠がリビングへ向かったので、そそくさと優美も、後を追った。

    　

    「……ちなみにお前、アルコールは平気だろうな？」

    「大丈夫です！」

    「ま、バーでバイト、してるくらいなんだしな」

    「もちろんですよ！」

    という確認が、最初にあったにもかかわらず。

    ワインを飲み始めて数分後には――。

    　

    「大丈夫れ～す♪」

    優美はもう、呂ろ律れつが回らなくなっていた。

    二人で並んで皮の高級ソファに座っているが、優美はずるずると身体が崩れ、誠の方へ寄りかかってしまう。

    「お、おい」

    優美は幸せそうに笑うばかり。

    アルコール成分が、完全に彼女の神経を麻痺させていた。

    最悪なことに、誠に支えられただけで、くすぐったいような、気持ちいいような感覚になる。

    「お前……酒が飲めないくせに、あのバーで働いていたのか？」

    「飲めますよぅ……ちょっと弱いだけで」

    「弱すぎだ」

    「しょうがないじゃないですかぁ……大学通うのに、お金が必要なんです」

    そう言うと、誠の目が、無造作に広げられた課題資料に向けられた。

    やがて、その中の一冊を手に取る。

    資料の内容は全て、心理学に関連するものだった。重要な箇所には赤線が引いてあり、メモもしっかり取ってある。

    「見ないでくださいよ……私の字、すごい雑ですから」

    「確かにな」

    興味があるのかないのか――誠はいつもの無表情で、資料を眺めている。

    その横顔も、また一段と魅力的で……。

    優美はぽろり、と言葉を零してしまった。

    「私って、人を好きになるとダメになるんですよね」

    「ん……？」

    「周りが、全然見えなくなっちゃって。それで色んな人に迷惑かけてきたし…………」

    呟きながら、グラスに残ったワインを飲みほす。

    完全に酔いが回り、最高に気分がよくなってきた。

    それでも黒木は、資料の本から目を離すことはない。

    そんな無関心な彼を見て、優美はふと、悪戯心に襲われた。

    とんでもないことを黒木に訊いて、まさかの挑発をしてしまったのだ。

    「私、心理学を勉強してるからわかるんですけど、黒木さんって、ホントは童貞じゃないんですか？」

    「……なに？」

    さすがの黒木も、優美を見た。

    「だって、女と一つ屋根の下に暮らしてるのに、全然手を出さないなんて、おかしいです」

    「……自分に魅力がない、とは思わないのか？」

    「私に断られるのが、怖いんじゃないですか？」

    「なんでそうなる。俺の話を聞け」

    「悔しいなら、キスのひとつでもしてみてくださいよ」

    「ほんとにしたら、泣きわめくくせに」

    「私、そんなに子供に見えますか？」

    「――――優美」

    えっ、と優美は驚いて顔を上げる。

    初めて彼から名前を呼ばれたのだ。

    おかげで、全身を包んでいた酔いの心地良さが、一瞬で吹き飛んだ。

    「…………」

    「…………」

    訳も分からず、優美は誠と見つめ合う。

    ナイフのように鋭く尖った視線を受けるのは怖かったが、目を逸らす事ができない。

    すると、誠が優美の方へ顔を寄せてきた。

    「黒木さん……？　さ、さっきのは冗談です」

    「…………」

    「っ!!」

    反射的に目をつむった優美の唇に、誠のそれが重なってきた。

    「んっ……」

    溶けてなくなってしまいそうなほど、甘いキス。

    優美の髪をすくったその大きな手に引き寄せられ、誠は啄むように優しく口づけを重ねていく。

    触れあう部分から、全身の熱を、意識を、優美の全てを、誠に吸い取られてしまいそうだった。

    （なぜ今、キスをしているの？　そうだ、酔った勢いで自分が挑発して……）

    けれど、やめてほしい、とは思わなかった。

    　

    そのまま、優美は大きなソファに押し倒される。

    見上げれば、無表情な誠がいた。しかし、いつもと様子が違う。

    「あの、黒木さん……本気にしたんですか？」

    「キスのひとつでもしてみろと言ったのは、お前だろ」

    「それはそうですけど……ちょ、ちょっと待ってください」

    「自分から誘ったくせに、今さら遅い」

    「えっ……」

    誠は、再び優美の唇にキスを落とす。

    「んっ……！」

    舌で優しく唇を撫でられ、それはそのまま軽く開いた優美の口の隙間から挿し込まれた。

    「あっ、ん……」

    誠の舌は、優美の歯列をなぞり、舌を絡め取り、ゆっくりと口内を犯していく。

    身体の芯から、ゾクゾクとしたあぶない感覚……。

    （なに……このキス、お、おかしくなりそう……）

    こんなにも快感を覚える口づけを、優美は体験した事がない。

    知らず知らずのうち、胸の突起がぴん、と立ち、足をもどかしげにこすってしまっていた。

    口を離すと、誠は細い指先で、服の上から優美の乳首に触れた。

    「……立ってる」

    「やっ……」

    途端に優美の身体は反応した。

    「……感じやすいんだな、優美。……可愛いぞ」

    「そ、そんな事っ……」

    「こうすれば、もっと可愛くなる」

    「あ、待って！　やめっ……」

    誠は優美の薄いＴシャツをたくし上げたかと思うと、大きな胸を包み込む、レースで縁取られた純白のブラを露わにした。

    「やっ……」

    誠はしばらくその上から、やわやわと彼女の膨らみを揉んだ。

    そして抵抗を見せない優美を確認すると、一気にブラを取り去り、カタチ良く実った大きな乳房をむき出しにする。

    中心には桃色に発色したツンと立った乳首。

    誠はまずそれをコリコリと弄び、そのまま口に含んだ。

    「あんっ、いやっ……」

    舌で転がされると、奥が疼くように気持ちがいい。

    優美の全身には痺れるような快感が走った。

    「あっ、ん、んんっ……！　ダメ、黒木さん……」

    「ダメ？　何度も言うが、誘ったのはお前だぞ」

    「そ、それは……でも……」

    「……俺をバカにしやがって、許さん」

    誠の手が、スカートを穿いた素肌のままの内股に触れた瞬間、優美の身体は不自然なほど大きく跳ねた。

    そしてその指は遠慮することもなく、女の敏感な部分を目指して這い上がってくる。

    （どうして、こんなことに……お酒のせい？）

    「ここ、弱いのか」

    「ち、違うっ……」

    「違わないだろ？」

    ついに誠の綺麗な手がスカートの中に隠れ、下着の上から秘部を撫でた。

    「だめ、そこはっ……」

    「濡れてる」

    「……っ！」

    「触っただけで、そんなに気持ちが良かったのか？」

    「そ、それは……あっ……！」

    足をもぞもぞと動かしていると、痺れを切らしたように、誠が優美の下着の中に手を差し入れてきた。

    優美の敏感な入り口に、彼の指がそっと触れた。

    「うっ……」

    その指先は、中をかき回す。

    甘い快感が優美の身体に流れた。

    「あっ……んっ……やめ、て、本気じゃないくせに……」

    「何でそう思う」

    「やっ……だって……」

    優美は彼の声と、快感に溺れる自分を振り払うように、頭を激しく横に振った。

    「く、黒木さん！　ダメ！　やめて！」

    叫びながら、優美は弾かれたように起き上がった。

    座ったまま、逃げるように後ずさる。

    「お願い……これ以上は……」

    優美は、震える声を絞り出した。

    その姿を見て、誠も正気に戻ったらしい。

    ハッ、と息を飲み、罪悪感に包まれたような表情をした。

    「……すまん」

    小さく謝り、誠は静かに自分の部屋に入った。

    一人になった優美は、まだ微かにうずいている自分の身体を抱きしめる。

    （黒木さんのこと、好きだけど……でも絶対、遊ばれてるに決まってる。このまま進んでも最後は……）

    誠が自分に好意を持っているはずもないのに、本気で好きになろうとしている。

    （しっかりするのよ、優美……）

    感情に流されないで、今は心を強く持つべきだと、彼女は誓った。

    　

    　

    あの日以来、二人は気まずい時間を過ごしていた。

    優美は誠の事が頭から離れない。

    甘いキス。優しい愛撫。全身を包みこんでくれるような、低く穏やかな声……。

    （ダメだ、ってわかってるけど……）

    でも彼なら、もう一度夢を見させてくれるかもしれない。そんな風にも思ってしまう。

    （……とにかく、この気まずい感じ、そろそろなんとかしたいよ～……）

    部屋でふさぎこんでいても、仕方ない。

    優美はいったん、リビングへ出てみた。

    現在、誠は外出中。

    なにげなく部屋を見渡すと、優美の視界にダイニングキッチンが飛びこんできた。

    （……そうだ。黒木さんに、食事でも作ろうかな）

    それをきっかけに、もう一度話をしてみよう。

    キッチンの食材も、好きに使って構わないと言われていたし。

    「何を作ろう……」

    と、優美が冷蔵庫の中を物色していた、その時。

    玄関が開く音がした。

    「あれ、もう帰ってきたのかな」

    （急に食事の用意を始めたりしたら、変に思われちゃう？）

    しかし、今から部屋に戻るのもおかしいので、優美はのそりと玄関の方へ顔を出した。

    「おかえりなさ……」

    　

    ――瞬間。

    優美の全身から、さっ、と血の気が引いた。

    「え……。エリ、さん……？」

    「……優美ちゃん!?」

    ブランド物のコート。金髪の髪に、翡翠の瞳。

    間違いない。

    そこに立っていたのは、バイト先の店長、ジュエリーだった。

    「優美ちゃん……どうしてここにいるの？」

    「エリさんこそ……どうやって、この部屋に……」

    「どうやってって……アタシ、誠の部屋の鍵を持ってるもの」

    戸惑いつつも、エリはコートの中から、鍵を取り出した。

    しかし、それはおかしい。

    確か誠は、部屋の鍵はひとつしか作っていないと言っていたのに……。

    「あ、それはね、アタシがここに自由に来られるように、予備の合い鍵ちょうだいって、誠に頼んだからなんだけど……」

    と、彼女は事情を説明した。

    「え……」

    どうして、誠がエリにそんな事をしてあげるのか。

    そしてなぜ、エリは誠の部屋に堂々と上がる事ができるのか。

    （そんなの、決まってる……）

    エリは――――誠の女……？

    誠は、エリという彼女があるにも関わらず、優美の身体と心を弄んでいたのだ。

    　

    （また、騙されていた……）

    途端に、優美は泣きたくなった。

    「ゆ、優美ちゃん？　どうしたの？　大丈夫？」

    エリが、優しく肩を掴んでくる。

    けれど今、この人に優しくされると、とても惨めだった。

    （バカだなぁ、私。あれほど黒木さんが自分に本気じゃないはずだって、言い聞かせていたのに……）

    結局、同じ事を繰り返しだ。

    涙が、ぽろり、と頬を伝う。

    エリが引き止めるのも聞かずに、気がつくと、優美は外へ駆けだしていた。

    だが不運な事に、エレベーターの前で、今度は誠と鉢合わせた。

    「……どうした？」

    何か起こったと、察してくれたのだろう。

    心配そうな彼の顔は、本心だと思った。

    ただし、女性に対してではなく、きっと妹のように考えてくれて。

    そんな優しい彼を見ると、優美の心はうずいてしまう。

    裏切られたというのに、まだ誠を好きでいたいと願っているのだ。

    だけど優美は、想いを断ち切るように、言葉をぶつけた。

    「出ていきます、私」

    「……っ!?」

    「もう、黒木さんの部屋には、二度と行きません」

    「……なぜだ」

    「だって、あそこに、私の居場所なんてないじゃないですか」

    「なに？」

    「今、部屋には、エリさんがいます」

    キッ、と顔を上げると、誠は驚いたように目を見開いていた。

    「……俺の部屋に、エリが来てるのか？」

    その反応に、優美はショックを受けると同時に、ああ、やっぱり、という気持ちが広がった。

    店長の事を呼び捨てー―――その意味が示すところは一つだ。

    やはり、二人は付き合っている……。

    （初めから私なんか、黒木さんと吊り合うはずもない……）

    優美は、自分に言い聞かせた。

    「最初から、からかっていたんですね……私の事」

    「からかう……？　優美、ちょっと待て」

    「やめて。……そうやって、わざと名前で呼んで、その気にさせて」

    「待て。だから、お前は一体何を言って……」

    「今さらトボけないでください！　エリさんと付き合ってたくせに、私にあんな事して……もう遊ばれるのはたくさんです！」

    泣きそうな顔で怒鳴りつけ、優美は誠を突き飛ばした。

    さすがの誠も不意を突かれ、ぐらり、とよろける。

    その脇をすり抜け、優美は階段を駆け下りた。

    　

    「待て！　優美！」

    しかし、数階降りたところで、あっさりと誠に腕を掴まれる。

    背後に立つ、誠の顔が見られない。

    ぐしゃぐしゃに歪んだ自分の顔もまた、見せる事などできない。

    優美は、うつむいたまま、誠に振り返った。

    「どうして、追いかけてくるんですか」

    「…………」

    「私、黒木さんが言い訳する姿なんて、見たくないです」

    「…………」

    素敵な恋愛をしたい。ただそれだけを願っていたのに。

    （私は……どうしていつも、悲恋で終わるんだろう）

    そういう星の元に生まれたのかな、と優美は力なく笑う。

    「もう、嫌です。私もう……人を好きになりたくないです」

    すると突然、誠が優美を抱きしめてきた。

    「優美。……俺が好きなのは、お前だ」

    「……っ！」

    思ってもみない告白だった。

    優美は、凍りつく脳裏を懸命に回す。

    「うそ、つかないでください。だって、黒木さんにはエリさんが……」

    「あいつは、なんでもないんだ」

    「うそ。うそです。なんでもない人が、どうして、黒木さんの部屋に勝手に入れるんですか？　鍵まで……」

    「それは……」

    　

    「ああ、いたいた！　優美ちゃん！」

    その時、エリが、上の階から姿を現した。

    優美は、いったん誠から離れるが、エリの顔を見る事ができない。

    その様子に、エリはますます眉をひそめた。

    「どうしたの？　急に走りだしたりして……いえ、それより、なんであなたが誠の部屋に？　まさか、優美ちゃん、誠に誘拐されて……!?」

    「……殴るぞ、お前」

    「キャー！　じ、冗談に決まってるでしょ！　この微妙な空気を和ますために、言ってみただけよ！」

    優美をよそに、親しく言葉を交わす誠とエリ。

    （もう、どういうこと……？）

    彼はそのまま、呆れた視線をエリに向ける。

    「エリ……こんな状況になったのは、お前のせいだ」

    「へっ？　アタシ？」

    誠が、簡単に事情を説明すると――――。

    「ええええ――――――!?」

    エリは口元に両手を当て、文字通り飛び上がる。

    しかし、なぜかすぐに大声で笑い始めた。

    「ちょっと、やだぁ。優美ちゃんってば。ほらほら、手、出して」

    「……手……？」

    唖然としていると、エリは優美の手の平を、豪華なコートに包まれた自分の胸に押し当てた。

    「!?　ちょっと、エリさ……ん？」

    すぐに、優美は違和感に気づいた。

    「胸が……ない？」

    ドレスを着ている時は、風船でも詰めているのではないかと思うくらい、パンパンになっていたのに。

    「そりゃそうよ」

    「そうよって……な、なんで……」

    困惑しながら問うと、エリはニッコリと微笑んだ。

    「アタシ、男よ～？」

    「…………ええええ――――――!?」

    ……信じられない。

    女性が望む全てを持った、絶世の美女だと思っていたのに……まさか男だったなんて！

    「お、お、男の、人……？」

    「そうよ～。心は乙女で身体は男なの～♪」

    聞けば、女の声は手術で手に入れたが、身体はまだ手を加えていないらしい。

    だが、ドレスを着ている時は確かに、エリの胸元は膨らんでいたはず。

    それについて尋ねると――――。

    「乙女の秘密♪」

    ……と誤魔化された。

    　

    唖然とする優美をよそに、誠とエリは困ったように顔を見合わせる。

    「まさかそんな風に勘違いされてるなんて、思わなかったわ……誠ったら、なんでちゃんと説明してなかったのよ」

    「お前こそ、どうして伝えてなかったんだ」

    「だって、あなたが言ってくれてると思ったもの」

    「……変わらないな。大学の時からずっとそうだ。なんでもかんでも、俺に押しつける」

    「あらぁ、あなただって変わってないわよ。いっつも、肝心な事をアタシに説明してくれないんだから。あなたの部屋にこの子がいるなんて。……最初は泥棒かと思ったぜ。いやマジたまげたっての」

    と、エリは語尾を男っぽく付け足した。

    「恋愛に奥手なところも、昔と同じ。もう、見てるこっちがイライラしちゃう！」

    「……俺が奥手なのは、今は立場があるからだ」

    聞きながら、優美は首を傾げる。

    「立場……って、なんの話ですか？」

    すると、エリはやれやれ、と肩をすくめ、

    「それも伝えてないわけね……もう、ほんとにもどかしいんだから。じゃ、アタシは消えるから、ちゃんと説明してあげなさいよ」

    念を押すように、エリは誠の肩をぽんぽんっと叩き、帰って行った。

    誠は、心底嫌そうな表情で顔を逸らす。

    仲が良いのか悪いのか、よくわからない二人だ。

    　

    「……あの、黒木さん」

    「じゃ、とりあえず、部屋に戻るか」

    「は、はい……」

    優美は改めて、誠に向き直る。

    聞きたい事は、山ほどあった。

    すると、誠は優美の手を取り、部屋の方へ歩き出す。

    　

    　

    「……経営者!?」

    「そうだ」

    「じゃ、じゃあ、黒木さんって……青年実業家って事ですか？」

    エリの正体に次いで、さらに驚くべき事実が明らかになった。

    誠は、外食レストランをいくつも経営する、企業の代表者、つまり社長だったのだ。

    あのカードゲームバーは、初めての試み。なので、偵察のために、アルバイトを装って働いていたのだという。

    そして、大学時代からの友人であるエリ（いまだに本名は不明）を、店長に雇ったのだそうだ。

    「……俺は、お前がアルバイトとしてあの店に来た時から、気になっていた」

    「え？」

    「何かやらかしそうで」

    「もぉ……」

    ベッドに腰かけていた誠は、おもむろに話し始めた。

    「けど、やらかしたお前と一緒に暮らすうちに、なんというか……」

    「もしかして……好きになったんですか？　私のこと？」

    「まあ、平たく言うと、そうかもしれん」

    「……素直じゃないですね」

    優美は誠を甘えたように睨んだ。

    「それに俺には、経営者という立場もある。お前の気持ちもわからないし、忙しい日々だ。恋愛どころじゃないし」

    「つまり、私に振られるかもって？」

    優美の言葉に、誠は口を尖らせながらも、

    「お前を大切にできない恐れもある……そう考えたら、こんな、好きだなんて気持ち……」

    「やっぱり好きだって、思っていてくれたんだ……」

    優美は嬉しさが込みあげてきて、ジーンとした。

    すると誠は、何かを後悔するように、深く溜め息をつく。

    「前に……お前、客に身体を触られていたろ」

    「あ……はい」

    　

    忘れもしない――――。

    優美が、ここに来るきっかけとなった出来事だ。

    「あの時を思い出すと……気が狂いそうになる」

    「でも、黒木さん、ずっと無表情でしたけど……」

    「だからだ。今だったらあの瞬間、あいつをブッ飛ばしてる。後悔してもしきれないぐらいだ」

    誠は困ったように笑った。

    「黒木さん……」

    確かに、あの時の誠は、異様なほどに無表情だった。

    最低な人だと思ったけれど、今は懐かしく思えるほど、彼を好きになっている。

    「ごめんな、優美……」

    「そんな。黒木さんのせいじゃ……」

    ない、と言いかけた瞬間、誠が優美の両肩に手を添えた。

    そのまま、優美の身体はふわりとベッドに押し倒される。

    まったく抵抗する気などなく、今は誠のことを愛おしくさえ思っていた。

    眼前で、複雑な表情をした誠が続ける。

    「……俺はもう、自分の気持ちを殺せない」

    「……っ」

    「優美、お前が好きだ」

    「黒木さん……」

    「……迷惑か？」

    優美は仰向けに寝たまま、誠の顔を両手で包む。

    「そんなわけ、ないじゃないですか」

    「……っ」

    「夢みたい……黒木さんがそんな事言ってくれるなんて……私にはもったいないくらい」

    やっと、誠も笑ってくれた。

    優美の心に、安堵と幸福感が広がる。

    「好き……私も、黒木さんが好きです」

    　

    出会ってから二度目のキスは、最高に甘く、気持ち良かった。

    誠の舌に、優美の舌は絡めとられ、すくいとられ、口内をゆっくりと舐めまわされる。

    優美はどうかなってしまいそうだった。

    離れたあとも、放心したように彼を見つめる。

    「どうして……」

    「……なんだ？」

    「黒木さん、なんでこんなに、キスが上手いんですか……？」

    「…………」

    誠は目を丸くして固まった。

    やがて、赤くなった顔を横に向ける。

    「お前は……どうしてそういう事を平然と……」

    「私、何か変な事言いました？」

    「……いや、いい。そういう所も含めて、お前が好きだということだ」

    「ひゃっ！」

    誠に衣服と下着を脱がされ、優美はあっという間に全裸にされた。

    つい身体を隠そうとしてしまう手首を、苦笑する誠に掴まれた。

    「……怖いのか？」

    「……っ」

    「痛くはしない。安心しろ」

    「ち、違います。怖いわけじゃなくて……恥ずかしくて」

    「そんな事、気にならなくなるくらい、よくしてやる」

    誠は身をかがめ、優美の鎖骨を、なぞるように舐め上げた。

    さらに両手で、優しく彼女の胸を揉む。

    そして快感が込みあげてくる優美のピンクの先端を、指先でつまんだ。

    「あっ……ん、ん……」

    それだけで、悶えるような疼きが走る。

    「……そう言えば、ここが感じるんだったな」

    呟きながら、誠は優美の内股に手を添えた。

    「ふぁっ……そこっ……」

    「やっぱり、ここが気持ちいいのか。……いやらしい顔してるぞ」

    「そ、そんな風に言わないでくださ……ぁっ!?」

    誠は、優美が喋っている間に身体をかがめ、股間に顔を埋めたかと思うと、秘部に舌を差し入れてきた。

    彼の舌先が、くちゅくちゅと巧みに動き、優美の身体を跳ねさせる。

    「んぁぁっ……く、黒木さ……んっ」

    敏感な所を舐められながら、内股には指が這った。

    痺れるような快感の波に、優美は飲まれそうになる。

    「だめ、そこっ、もう……んんっ！」

    思わず、優美は足でベッドを蹴りつけ、端の方へ逃げる。

    誠はすかさず、彼女を捕らえた。

    「逃げるなよ、優美」

    「だ、だって、そんなにされたら、おかしくなっちゃう……」

    「なっていい。俺は、優美の全てが知りたい」

    片方の手で、優美の両手首を押さえ、もう片方の手は彼女の蜜部へ。

    今度は、焦らすように指で中を擦られた。

    すでにとろとろになっている優美のソコは、なんの抵抗もなく誠の指を受け入れる。

    「……さっきよりも、感じてるな。もしかして優美、こうやって押さえつけられたりするの、好きなのか？」

    「んっ……あぁっ……」

    「……お前がしたいなら、このまま手首縛ってやろうか？」

    甘い重低音ボイスに囁かれただけで、きゅっ、とソコがうずいてしまう。

    誠が指を曲げると、とろり、と蜜が絡みついた。

    「ふぅん……やっぱりそうなのか」

    「やぁ……いじわる」

    「フ……悪い。お前があんまり、可愛い顔をするからな」

    そう言うと、腕の拘束を外してくれた。

    震える彼女の頬に、誠は軽くキスをする。

    「優美……お前も、俺を名前で呼べ」

    「な、まえ……？」

    「誠だ」

    「誠、さん……誠さん……」

    大好きな名を呼びながら、優美は両手を伸ばす。

    不思議そうな顔をする誠の顔を包み、自分からキスをした。

    唇を離すと、誠が驚いた表情で固まっている。

    「好き……好きです。誠さん、大好きです」

    「そんなに好きなら、何をされても文句いうなよ」

    「はい、誠さんになら、何をされても……誠さんの全部が欲しいです」

    その言葉に、誠は照れたような笑みを浮かべた。

    いつも無表情な彼が、自分にだけ特別な顔を見せてくれる。

    それが嬉しくて、愛しい。

    誠は、優美のおでこに口づけをしながら、熱い自身を取り出した。

    そして、ゆっくりと優美の中へ入っていく。

    「んんっ……!!」

    裂かれるような痛みに、優美は思わず眉をひそめた。

    すぐに誠が、安心させるように頬を撫でてくれる。

    「……辛いか？　もしかしてそんなに、経験がないのか？」

    「実は、そうです……」

    「そう、か……やっぱり」

    「でも、大、丈夫……動いて……」

    「……ああ」

    「ふぁぁっ……!!」

    初めは小刻みに腰を動かしていた誠だったが、だんだんと動きを大きくした。

    彼の熱いもので突かれるうち、始めに感じていた痛みが、徐々に疼きへと変わっていく。

    （嬉しい、一つになれて……）

    気がつくと、優美は全てを彼に委ね、快感だけに身を任せていた。

    誠が小さく微笑みながら、耳元で囁く。

    「優美の中……もう、溶けそうなくらい熱いぞ。そんなに、興奮したのか？」

    「だっ、て……誠さん、上手いっ……」

    「それは、光栄だな。……ほら、もっと気持ちよくなりな」

    「ああっ……!!」

    敏感なポイントを突かれ、優美は悶える。

    こんなの、もう耐えられない。

    「誠さん、私、もう……誠さんも、一緒に……っ！」

    「ああ……好きだ、優美」

    「私も、大好き……」

    互いの想いを囁き合いながら、二人はついに絶頂へ達した。

    　

    　

    彼の腕の中で果てながら、優美は確信した。

    （この人と一緒なら――）

    きっと、素敵な恋ができるだろう、と。

    共に快感に飲まれた二人は、脱力したように微笑みあう。

    そして、身体の芯まで溶かしてしまいそうな、長くて甘いキスをした。

    　

    　

    　

    （終わり）

    　

    本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

    本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

    また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。

    　

    　

    書名　　　　　恋するチェリー

    著者　　　　　美川ここ

    表紙イラスト　カワチ

    発行日　　　　二〇一二年六月発行

    発行所　　　　株式会社オリオンブックス

    住所　　　　　東京都渋谷区渋谷３-５-１６
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